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中国セミナー：ポスト胡錦涛時代の展望 

 ～「平等」から「多様性」の実現へ。習近平体制の新たなる挑戦～ 

開催のご案内 ＜組合員限定＞ 

 

来年秋の中国共産党全国代表大会において、胡錦涛総書記が退任し、習近平氏が就任する見込

みです。その後 2013 年の全国人民代表大会において、同氏が国家主席に選出されると予想されて

います。習体制となっても、2020 年までに「小康社会」（やや豊かな社会）を建設するという既

定の目標を達成するべく、「和諧」という名で推し進められている「社会」の安定化が引き続き最

大課題になるとみられます。しかしながら内外情勢は変化しており、今までの政策の延長では対

応しきれなくなっています。 

このため、ポスト胡錦涛における中国の社会・経済政策、対外関係に焦点を当てたセミナーを

下記により開催します。講師には、香港に在って中国の経済について長年研究されており、当組

合の『中国経済現地報告』を執筆いただいている New Asian Invesco Ltd.の森 一道氏を迎えて

おります。万障お繰り合わせの上、ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

本セミナーでは、以下のような状況から生じる課題を中心に取り上げていきます。 

中国国内については、政策的賃上げ、内陸や東北など国内後進地域の振興、戸籍制度改革によ

る農民所得の改善等を通じた経済・所得格差是正と消費拡大が進められてきていますが、グロー

バル化時代における「社会」では、「平等」というより「多様性」の実現が最も重視されるのでは

ないか。この「多様性」の実現とは、中国を含む近代国家にとって新たな挑戦となります。 

また対外面において、中国は米国（米ドル）の後ろを注意深く進むことで既存の世界秩序に基

本的に従いつつ経済建設にまい進するという「二番手の思想」を堅持してきましたが、「一番手」

である米国に主に経済面で変調が見られます。国際世論は「二番手」の中国に何を要求し、それ

はどこまで引き受けられるか。こちらも中国が直面する新たな課題です。 

これらの課題への対処を展望することが、今後の中国でのビジネス方針を検討する上で参考と

なりましたら幸いです。 

 

記 

 
日 時：平成 23 年 9 月 27 日（火） 14：00～16：30 

 

場 所：機械振興会館６階会議室 6D-1～6D-2 （定員 80 名） 

     東京都港区芝公園 3-5-8 Tel：03-3434-8216 



テーマ：ポスト胡錦涛時代の展望 

    ～「平等」から「多様性」の実現へ。習近平体制の新たなる挑戦～ 

 

講 師：New Asian Invesco Ltd. 董事総経理 森 一道氏 

 

参加費：無料(組合員限定) 

 

申込方法：セミナー参加ご希望の方は、9月 22 日（木）までに当組合ホームページ 

（https://www.jmcti.org/seminar/index.php3?sid=10211012）からお申し込み下さい。 

なお、申込者多数の場合は、申込締切日前に締め切らせていただく場合がございます。 

 

会場へのアクセス：機械振興会館  

     http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/img/shinkoukaikan_map.pdf 

 

キャンセル方法：9月 22 日（木）までに下記事務局までご連絡ください。 

 

以上 

 

 

お問い合わせ先： 

日本機械輸出組合 通商･投資グループ 谷口、斎藤、庫元 

Tel 03-3431-9348、Fax 03-3436-6455、mailto:tohshi@jmcti.or.jp 

 


